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ある⽇のことです。⼩さい⼥の⼦が遠
くのほうに不思議な形をしたものをみ
つけました。

2



その形が近づいてきたとき、⼥の⼦は
⼤きなお腹をした妊婦さんだと気が付
きました。
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その⼥の⼦は恥ずかしがりやでした
が、勇気を出して妊婦さんに近づきま
した。⼥の⼦や⼥の⼦の家族たちは、
その妊婦さんをしっかり守ることに決
めました。
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ロバと彼のお⺟さんは⼀緒に成⻑し、
暮らしていく⽅法をたくさん⾒つけて
いきました。ゆっくりではあるけれ
ど、周りの家族も徐々に彼らのことを
受け⼊れていきました。
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⾚ちゃんは今にも⽣まれそうです。み
んなが彼⼥を助けました。「押すん
だ！」「⽑布をもってきて！」「⽔を
ちょうだい！」「押し
てーーー！！！」
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ロバは、息⼦を失って悲しみにくれて
いたお⺟さんを⾒つけることができま
した。彼らはお互いに⻑く⾒つめあ
い、そして強く強く喜び、抱きしめあ
いました。
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しかし、⾚ちゃんが出てきたとき、彼
らは驚き⾶び跳ねました。「ロ
バ？！」
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ロバはついに⾃分がどうするべきかが
わかりました。
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みんなは「私たちは彼⼥のことも⾚
ちゃんも守ろうと決めて⼿助けをした
けど、彼らは私たちに悪い運をもって
くるに違いない」と⾔い始めました。
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ロバが起きたときには、雲も、親愛な
るおじいさんも消えてなくなっていま
した。
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彼⼥はまた⼀⼈ぼっちになってしまい
ました。彼⼥はこのかわいそうな⾚
ちゃんをどうやって育てればいいか、
⾃分はどうするべきか、わかりません
でした。
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彼らは雲の上で眠りに落ち、ロバはお
⺟さんが病気になり、⾃分のことを呼
んでいる夢をみました。
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しかし、彼⼥は、ロバが⾃分の⼦ども
であり、⾃分はロバの⺟親であること
を受け⼊れなければなりませんでし
た。
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ある朝、おじいさんはロバにのり、⼭
のてっぺんにつれていくようお願いを
しました。
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その⼦どもが⼩さいサイズのままであ
れば、すべては違っていたでしょう。
しかし、そのうちにその⼦どもは彼⼥
がおんぶできないくらい⼤きくなって
しまったのです。そしてその⼦はどん
なにがんばっても⼈間と同じ⾏動がで
きるようにはなりませんでした。⺟親
は疲れ、イライラして、⾃分の⼦ども
を動物に接するように扱いました。
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おじいさんはロバに⽣き抜くためのた
くさんの⽅法を教えてくれました。彼
はその教えをよく聞き、学びました。
彼らはお互いに助け合い、笑いあって
時を過ごしたのです。
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その怒りやストレスはロバの中にどん
どんたまっていきました。ロバは⼈間
と同じことはできないし、⼈間のよう
にはなれない。たまりにたまった怒り
から、ついにロバはお⺟さんを蹴って
しまいました。
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ロバが起きたとき、そこには知らない
おじいさんがロバをじっと⾒つめて
⽴っていました。すると、おじいさん
の瞳の中に⼩さな希望の光をみつけた
のです。
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ロバは⾃分のしたことに対し恥ずかし
い気持ちでいっぱいになり、精⼀杯の
速さでその場から⾛り去ってしまいま
した。
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気がつくとあたりはすっかり夜にな
り、ロバは道に迷ってしまいました。
「ヒヒーン……」彼は暗闇のなかささ
やきました。「ヒヒーン……」それは
後ろにこだましただけでした。彼はひ
とりぼっちでまるくなり、深い、悲し
いねむりにつきました。
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